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登録リスト（該当：734件）
  ≪  1  2  3  4  5  6  7  8  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 別所　北向観音]	別所　北向観音	北向観音は別所にあり、昔から厄除観音として地域の人からの信仰を集めた神社である。長野市にある善光寺と向かい合うよう北を向いている様子からその名がついたそう。
私はこの神社をとても素敵だと思うのだが、そこから見える景色のほうにより心を奪われてしまった。すこし高い位置にある神社からは上田の町が一望できるのだ。よく見れば上田駅の方までも見渡すことができる。きれいな空気を吸って、きれいな景色を見て、リフレッシュするのに最適な場所だろう。	2024-01-17
	2	[image: 炭焼き小屋]	炭焼き小屋	2009/02/07、塩田平にある前山寺付近を訪れた際、あじさい小道の入口にある炭焼き小屋に目がとまりました。昔当たり前だった暮らしの痕跡が少なくなる中、冬の仕事だった炭焼きの小屋の石積みが今も残っているのはたいへん貴重です。	2024-01-16
	3	[image: 塩田平で発見、猫瓦では？]	塩田平で発見、猫瓦では？	塩田平の前山寺近くのところでふと目にとまったこの瓦。猫瓦ではないでしょうか？　むろんこの地域、旧「西塩田村」も蚕種製造、養蚕は盛んだったわけで、まだまだ猫瓦が残っている可能性があります。

蚕種製造が盛んだった塩尻地区、特に上塩尻に猫瓦が多く残っていますが、塩田平にもあるのですね。昔の画像を何気なく見ていたらパッと目にとまりました。思いがけない発見です。(2009/02/07記録)	2024-01-16
	4	[image: 黒坂周平先生像]	黒坂周平先生像	塩田平の前山寺近くに「黒坂周平先生像」が設置されています。黒坂周平先生(1913-2003)の功績をたたえ、平成9年(1997年)「黒坂周平先生頌徳事業発起人」「同実行委員会」が建立したものです。平成7年(1995年)建立の「筆塚之記」もあります。地域史研究に大きな功績を残され、数多くの方々から尊敬を受けたことが伝わってきます。(2009/02/07記録)	2024-01-16
	5	[image: 日本遺産 北向き観音堂]	日本遺産 北向き観音堂	日本遺産シリーズの講義を通して北向き観音堂を訪れた。
北向観⾳堂は、平安時代初期に慈覚⼤師円仁(えん にん)が開いた霊場。本尊は千⼿観⾳菩薩(せんじゅか んのんぼさつ)。北向きの本堂は全国でもほとんど例 が無く、南向きの善光寺本堂と相対している。「来 世往⽣」を願う善光寺と「両参り」し、ここで「現 世利益」を祈ることで御利益があるとされる。北向観音からまちを一望でき、見晴らしがとても良かった。北向観音堂の裏にある壁一面の苔が美しく、思わず写真を撮ってしまった。	2024-01-09
	6	[image: 日本遺産 長福寺銅像菩薩立像]	日本遺産 長福寺銅像菩薩立像	日本遺産シリーズの講義で長福寺銅像菩薩立像を訪れた。
⻑福寺銅造菩薩⽴像は、⻑福寺「信州夢殿」の本尊。 アルカイックスマイルを特徴とする、像⾼36.7cmの⼩ ⾦銅仏で、７世紀後半の⽩鳳時代の作品と考えられる。 もとは上⾼井郡⼩布施町の旧家に伝わるものだっ たが、昭和13年（1938）に⻑福寺に移された。境内には、平和を願うなかよし地蔵や生まれてこれなかった子どもを供養する水子神社などもあった。長福寺はすごく広々としていて、庭園もきれいだった。今の時期は、植物が枯れていたが春になればきれいな姿が見れるのではないかと感じた。実際に菩薩立像を見ることができず残念だった。	2024-01-09
	7	[image: 保明水]	保明水	　保命水と呼ばれるこの井戸は1881（明治14）年に海禅寺の湧き水を地下の木簡で柳町に引いたものである。当時の生活用水、非常用水として利用された。
　1922（大正12）年には上田市に上水道が開設されたが、市内には良質な飲料水が少なかったため、町民の負担で修理改修を行い管理されてきた。
　それから約30年後の1949（昭和24）年、上田市で全域で断水してしまう事故があった。その際には前肢の水源として活躍した。
　現在は生活用水としては利用されず、井戸のみが形として残っている。
　信州の水50選にも選ばれるほど水質がきれいで、運が良ければカニがみられるかもしれない。	2023-12-21
	8	[image: 水かけ地蔵]	水かけ地蔵	　旧街道でもある柳町商店街の入り口付近にちんまりとたたずむ一体のお地蔵様。すぐ近くにある湧き水を柄杓ですくい、お地蔵様にかけると縁結びのご利益があるようだ。
この湧き水は明治時代初期に海禅寺の境内から柳町まで地中に敷いた木管を流れてくる「保命水」だという。
　隣の石碑には江戸時代の俳人である加舎白雄が柳町で詠んだ句が彫られている。白雄は上田藩主の次男である。
「白壁に 百筋あまり 柳かな」	2023-12-21
	9	[image: 超誓寺]	超誓寺	　超誓寺は上田市神畑にある浄土宗系の寺院。京都府にある御末寺を総本山としている。御本尊は阿弥陀如来三尊像。
　この寺の由来は、大永年間（1520年代）に足利将軍に仕えていた浦和式部大輔が神畑の山中にあった庵に篭り出家し、超誓道俊と名乗ったことから始まる。深く村人に慕われていた道俊であったが、亡くなると庵、尊像共に参拝する人も減り次第に荒れ果ていった。これを悲しんだ村人は永禄11（1568）年の神畑のこの地に、超誓寺を建立した。ちなみに、この年は織田信長が足利義昭を擁して上洛した年でもある。
　境内には宗派を超えてお薬師様と親しまれた薬師如来像が安置されているお堂や武田信玄が川中島合戦に祈願したといわれているお堂もある。
　寺下駅からも近く参拝は比較的容易。4月頃の夜になると桜の木がライトア	2023-12-21
	10	[image: 信濃国分寺の瓦]	信濃国分寺の瓦	左に烏天狗、右に天狗をかたどった瓦がありました。

天狗はご存じの方も多いと思いますが一般的に赤い顔、高い鼻、翼を持った神あるいは妖怪です。古くから山間部は異界とされ、そこで発生した様々な現象を天狗によるものだとしていました。

烏天狗は烏のような嘴、翼を持つ神あるいは妖怪です。源義経に剣術を教えたのは鞍馬山の烏天狗と言われています。

どちらも寺に入る邪気から守るために設置されているようです。

こういった魔除けの意味を込めて建築物に生物や神、妖怪などをかたどったものをつくるという文化は非常に興味深いです。信濃国分寺ではこのような「瓦」の形で表現されているのでなかなか珍しいと感じました。調べても詳細は出てこなかったのですが、像などではなく瓦という形をとったのか気になりました。	2023-12-17
	11	[image: 木造惟仙和尚坐像・木造恵仁和尚坐像]	木造惟仙和尚坐像・木造恵仁和尚坐像	安楽寺の境内の伝芳堂に、惟仙と開山二世幼牛恵仁の等身大の僧侶の「頂相」が並んで祀られている。
没後、お弟子さん達が慕い造立したもの。
安楽寺が鎌倉と同水準の禅宗文化を受容し、「信州の学海」として、
修行僧を多数輩出していたことが分かる貴重な文化財である。

実際に見ると大変造りが細かく、お弟子さん達の腕の良さが伺える。
八角三重塔を参拝する順路の途中に祀られているので一緒にご覧いただきたい。	2023-12-14
	12	[image: 安楽寺　八角三重塔]	安楽寺　八角三重塔	安楽寺は信州最古の禅寺。
境内の奥にたたずむ塔は日本で唯一の木造八角塔で、長野県で最初に国宝に指定された。
塔は本来、お釈迦様の遺骨を奉安したものだが、中世以降は特定の人物や戦死者の
供養の建てられたものが多いため、恐らくこの塔も北条氏の供養塔として建てられたものと考えられる。
一見四重塔に見えるのだが、一番下の屋根は「裳階」と言われており、ひさしに相当するので数えないそう。

本堂のある位置から入場料を払い、木々の間に整備された階段を数十段と上っていくと
その塔はある。
造りがとにかく細かく、あの湾曲した木はどのようにして切り出したのかと
考えさせられる。
八角ともなると立体的かつ厚さを感じ、圧倒された。

塔に着くまでにかなり階段を上るので
ご高齢の方や身体に不自由がある方だと	2023-12-14
	13	[image: 前山寺]	前山寺	空海が開き、鎌倉時代に長秀上人が発展させた前山寺。
塩田北条氏の祈願寺となった。

境内に入ると空気感が一気に変わる。
本堂は立派なかやぶき屋根。
三重塔は二層三層にやりかけの部分があるが、不調和が無く「未完成の完成塔」と言われている。
境内内にある鐘は世界観に没入する観光客に時刻を伝える。

山の中にあり、車がないとアクセスが難しいと感じるが、
藤の名所とも言われているので是非一度空気感を味わいに訪れてもらいたい。	2023-12-14
	14	[image: 上田日本遺産　１]	上田日本遺産　１	前山寺に訪問させていただいた際にとった写真です。未完成の完成塔と称されている通り荘厳な良い文化財だと思いました。	2023-12-14
	15	[image: 上田の文化財　前山寺]	上田の文化財　前山寺	前山寺は独鈷山の山麓に位置しており、塩田平が望める寺である。８１２年に空海によって開かれたという歴史を持つ。境内には国の重要文化財に指定されている三重塔や天皇陛下の当寺参拝に合わせて作られた長い石段があり、非常に見どころがあった。石段にそっておかれている石碑には心にしみる格言が書かれていた。山麓にあるため寺にたどり着くまで険しい道が続くが、境内に休憩所や売店があるため疲れを癒せる。	2023-12-05
	16	[image: 別所温泉にてフィールドワークを行った感想]	別所温泉にてフィールドワークを行った感想	　日本で最も古い歴史を持つ温泉である別所温泉を訪れ、北向観音堂、安楽寺、別所神社を中心とした神社仏閣について理解を深めた。また、別所温泉の観光地としての魅力や課題を考察し、考えを求めた。別所温泉の良い点として、多くの店で電子マネーが使えること、バリアフリー化が進んでいること、シャトルバスが運行していることなど、観光の大衆化に合わせた仕組みが取り入れられている点だ。また改善が必要だと感じられる点は、道が狭く自動車と接触する恐れがあること、体験型の観光ではない、外国人向けの配慮が不足しているなどの点があげられる。	2023-12-05
	17	[image: 別所温泉にのこる伝承③　～大師湯～]	別所温泉にのこる伝承③　～大師湯～	これまで上げてきた、石湯、大湯、とこの大師湯の三つが別所温泉の内湯である。大師湯は慈覚大師円仁が入浴し、病を治療した、という伝承からこの名前が呼ばれている。大師湯は、特に目に関係する病に効くと昔から多くの人々に知られた温泉であった。また、大師湯には、別所内にある、安楽寺の開山樵谷、二代幼牛らの木造が夜な夜な入浴に来たり、大入道が目を洗っていた、など、石湯、大湯とは雰囲気の違った伝承が残されている。
　	2023-11-30
	18	[image: 長福寺銅造菩薩立像]	長福寺銅造菩薩立像	　⻑福寺銅造菩薩立像は、⻑福寺「信州夢殿」の本尊。
アルカイックスマイルを特徴とする、像高36.7cmの小
金銅仏で、7世紀後半の白鳳時代の作品と考えられる。腰部をひきしめた均整のとれた流れるような細身の体つき、そして笑みをたたえた柔和な表情、やわらかな体部の肉づけのこの菩薩像は「夢殿観音」とも呼ばれる、七世紀後半の白鳳時代の特徴をよく示している。国の重要文化財に認定されている。
　長福寺銅造菩薩立像のアルカイックスマイルは、安らぎを与えてくれているように感じた。また、ずっと見守ってくれているような感じがした。


　	2023-11-30
	19	[image: 本町近代化事業完成記念碑]	本町近代化事業完成記念碑	佐久市岩村田本町通りの近代化事業の完成を記念し、昭和47年11月3日に建立された記念碑。題字の揮毫は井出一太郎氏。場所は西念寺に隣接する交差点の角。	2023-11-30
	20	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	北向観音堂は825年に開創された霊場である。本堂が北に向いていることが大きな特徴であり、これと向かい合っている善光寺と両方をお詣りすることが良いとされている。地域の人々に愛されている場所だと感じた。	2023-11-30
	21	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	別所温泉にある観音堂。名前の通り、本堂は北向きに面していて、全国的にも珍しいそうである。この本堂に安置している本尊は、千手観音菩薩であり、南向きに面している善光寺阿弥陀如来に相対している。そのことから、善光寺だけでは片参りなると伝えられており、また古くから厄除観音として知られているそうだ。付近には他の文化財もあって、上田の歴史を感じることのできる場所になっている。別所地域を見渡せるところに立地しているので、温泉巡りのついでに立ち寄って、景色を堪能してはどうだろうか。	2023-11-30
	22	[image: 信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影]	信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影	　信濃国分寺本堂には、上田松平氏の「五三の桐」が描かれた垂れ幕と提灯が掛けられている。上田市立博物館が発行した『松平氏史料展』によると、松平忠周（ただちか）はそれまで損傷していた信濃国分寺の三重塔を、享保11年（1726）3月8日に修復したと書いてある。修復された当時の状態のまま今日まで残されているかどうかはわからない。だが、忠周が三重塔を今見えている形状に正したのは確かだろう。なお、忠周だけでなく、仙石氏や、その後の松平藩主も国分寺を保護・援助している。
　私は実際に塔を見てみて、三重の屋根は青銅で葺かれているのではないかと思った。その青緑色と塔の木材部分の茶色の組み合わせは綺麗だった。また、塔のすぐそばには池がある。池側から三重塔を見ると、池の大きさはかなり違うけれど、京都府木津川	2023-11-30
	23	[image: 中井遺跡]	中井遺跡	田地にある遺跡。
発掘された出土品は信濃国分寺資料館にあるようです。	2023-11-30
	24	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	寺伝では、1197年に源頼朝が善光寺参拝の帰りに寺の衰退を憂い、塔の復興を命じたとされている。建築様式から室町時代に建立されたと推測され、「和様」の外観をしている。第一層の大日如来が安置されている仏壇の鏡天井を囲む「如意頭文」は「禅宗様」の建物で用いられているものである。

駐車場が境内のすぐ側にあったが、そこまでの道が細く、車では少し通りにくいと感じた。境内の周りの民家も雰囲気あるつくりの家が多く、地域になじんでいる印象であった。境内の中には、小さな寺院が多くあったが、本堂とのつながりがあまりよく分からなかったので、どのような関連性があるのか説明が欲しいと感じた。

信濃国分寺の建立は推定室町中期で、昭和7年から解体修理が行われた。その時に、三重塔古心柱も取り換えが行われ、その柱が	2023-11-30
	25	[image: 北向観音]	北向観音	平安時代初期に比叡山延歴寺座主慈覚大師円仁が開いた霊場である。北向きの本堂は全国でもほとんど例がなく、南向きの善光寺本堂と相対している。「極楽浄土」を願う善光寺と両参りし、ここで、「現世利益」を祈ることで、御利益があるとされている。

境内に入る前に商店街があったが、平日だったため、あまりお店が開いていなかった。いつ来た観光客でも楽しめるように活性化を目指すべきだと感じた。また、別所温泉地域全体で坂道や狭い道が多い印象だった。

北向観音と善光寺の両方に参拝すると、より縁起が良いことをもっと発信することで、所温泉の集客にも繋がると感じた。そして、境内から見える景色が綺麗だったため、これもSNSなどで発信していきたいと感じた。	2023-11-30
	26	[image: 安楽寺]	安楽寺	曹洞宗の寺院であり、山号を崇福山、院号を護国院としている。本尊は釈迦如来で、国宝の八角三重塔があり長野県で最古の禅寺である。

本堂にたどり着くまでの道のりがとても綺麗で感動した。日差しが強い日でしたが、安楽寺周辺に来るとひんやりとした空気が流れていてとても雰囲気のあるお寺だった。	2023-11-30
	27	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉駅から徒歩で10分程度の場所にあった。近くにある北向観音の本坊で、建立は825年。御本尊は「妙観察智弥陀如来」で全国的にも珍しい。
実際に見てみると、すごく雰囲気があり屋根の造りが特徴的だなと感じた。	2023-11-30
	28	[image: 安楽寺・八角三重塔]	安楽寺・八角三重塔	信州最古の禅寺である。日本で唯一の木造八角塔で、長野県で最初に国宝に指定された。長野県が世界に誇る貴重な文化財である。中国宋時代の禅宗様という建築方式である。	2023-11-29
	29	[image: 信州夢殿　長福寺]	信州夢殿　長福寺	信州夢殿は昭和１７年に篤い観音信者で建設されたお堂。八角のお堂は「信州夢殿」と称され、奈良法隆寺の夢殿完全二分の一に写し当時の匠の技が結集された昭和を代表する建築である。

長福寺に入り左側の小道を進んだ先にある、この信州夢殿は少しわかりにくい場所にあるが美しい形をした建物であり日本遺産にもなっている。	2023-11-29
	30	[image: 狭く急な坂]	狭く急な坂	別所を歩いてみると、狭い道や急な坂が多くあると感じた。観光客の年齢層が日本遺産に登録されている寺院は多くあるが、観光客の年齢層が高く、そこまで行くのに苦労すると思うので、観光バスを用いたツアーを用意しても良いと感じた。別所温泉へ観光に来た人が車移動だった場合、とても運転しずらそうな道であるため、上田電鉄の本数を増やすか、ミニカーでの訪問を進めるなどの工夫が必要だと感じた。	2023-11-29
	31	[image: 北向観世音道（別所街道）]	北向観世音道（別所街道）	塩田平保野辺りをはしる別所街道を一本南にずれると、そこには旧別所街道が通っている。この石碑が置かれている場所は（昔の）別所街道と善光寺街道が交差した地点で、市が立ち並び賑わったようだ。
あの武田信玄がこの地を治めた時代があったようで、信玄は保野の3集落をこの道沿いに集め、宿場風の街にしたと伝えられているそうだ。
上田築城以降は上田城下から別所温泉までの重要な交通路となり、湯治・観音様詣、そして集落に繋がる生活道路として使われたようだ。
保野、そして別所街道に、中世から続くこのような歴史が存在したことを知らなかった。たくさんの人がこの道を往来していたこと、そして今も大事に使われていることを感じながら、実際にこの道を通って、別所温泉を訪れるのもよいだろう。	2023-11-28
	32	[image: 大師湯]	大師湯	今回は、別所温泉の「大師湯」を紹介する。ここは、別所温泉にある三つの外湯（共同浴場）のうちの一つだ。

天長二年、比叡山延暦寺の座主円仁慈覚大師が北向観音堂建立のために来錫に訪れた際、好んで入浴したことから大師湯と名付けられたそうだ。
・源泉名　：　第3号源泉
・泉質　：　単純硫黄温泉　とあり、源泉が何個か分かれているという気付きを得た。

料金は大人200円、子ども100円と非常に手ごろな価格で、地域住民に長く愛される所以だと考える。また、弱アルカリ性温泉の美肌効果や、源泉かけ流し100％というのも温泉好きを引き寄せる魅力であるだろう。
ただ、シャンプーや石鹸、タオルなどは有料で、ドライヤーも設置されていないことが注意点である。	2023-11-27
	33	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	信濃国分寺は、奈良時代に建てられました。
境内にある三重塔は、現存する国分寺の塔の中で最も古いものです。
信濃国分寺は静かな感じで、歴史だけでなく自然も感じられる場所です。	2023-11-26
	34	[image: 釈迦如来坐像]	釈迦如来坐像	中禅寺にある釈迦如来坐像は、惜しくも伐採されてしまった、樹齢百年を越える檜と杉の精霊を祀るために安置されています。このお釈迦様は、木でつくられていることもあり、その表情は柔らかく温かいものを感じることができます。長年この地を見守ってきた大木から作られたお釈迦様は、人々の心を癒やしてくれるパワーを持っています。神社やお寺にある木を伐採しなければならないというお話は、日本の昔話でもよく登場します。その際に、惜しまれつつも伐採された大木をまた新たな形に生まれ変わらせて人々の心のよりどころとなるようなものにすることは、日本人の精神として古くからあるものなのかなと思いました。歴史的な文化財というわけではありませんが、今日に息づく塩田平や日本の自然と人との関わり方を垣間見ることができま	2023-11-26
	35	[image: 前山寺]	前山寺	前山寺の本堂です。本尊は大日如来で、真言宗のお寺であり、信州で経学の殿堂として名をはせました。信州四ヶ檀林の内の1つに数えられていることから、信州や中部の僧侶の方に信仰されてきたお寺だと感じました。また、信州塩田平には、大日如来をご本尊とするお寺が多いように思えます。私は、塩田平は日本有数の小雨地域で日照率が高いことと、太陽という存在に例えられる大日如来とが何か関係しあっているのかなと思いました。塩田平には、中禅寺薬師堂や安楽寺など、古刹が多く存在しその多くは鎌倉から室町時代の建立です。塩田平は、「信州の鎌倉」と呼ばれるにふさわしいと感じました。	2023-11-26
	36	[image: 中禅寺木造金剛力士像]	中禅寺木造金剛力士像	中禅寺には金剛力士像が二体鎮座しています。これらは平安時代後期の制作と考えられており、この時代の金剛力士像は全国的にも数が少ない貴重な作例とされています。時代を経ても地域に残り、大切な存在として扱われていることの素晴らしさを感じます。また、この金剛力士像は、木で作られたお釈迦様とは作風も時代も全く異なります。しかし、この金剛力士像も、怒りの表情だけでなく、見る角度や見る人の心情で見え方が大きく違ってきます。今までお寺巡りはしたことがありませんでしたが、このような点を含めて、塩田平にある古刹を巡ると、地域の歴史文化を比較しながら回ることができたのでとてもよい経験になりました。	2023-11-26
	37	[image: 4代松平忠済と藩主居館の門]	4代松平忠済と藩主居館の門	　これは歴代の上田藩主が住んでいた居館の表門である。寛政1年(1789)にこの門と居館は全焼したが、松平忠済(ただまさ)が翌年に再建させている。
　瓦屋根の軒の両端を見てほしい。上田藩松平家の家紋「五三の桐紋」があしらわれた瓦が取り付けられている。屋根の棟板金を見てほしい。ここにもまた家紋の飾りが2つ取り付けられている。家紋の瓦からは、この門が持つ格式の高さが感じられる。門の両側には、白い塀がずらっと続いている。何だか「居館」というよりも「お寺」のイメージを彷彿とさせる。軒下には雨樋が付いている。化合した金属で作られたものだろう。江戸時代だったら、木材や竹で雨樋を作っただろうから、この樋は最近のものだろう。
　門だけでなく雨樋や塀、屋根の状態などを見ると面白いだろう。	2023-11-25
	38	[image: My trip memories]	My trip memories	１人で別所線に乗って別所温泉に行ってきた！
北向観音や常楽寺にゆったり行くことができてよかった！

今年３回目の訪問であったけれど、四季の移り変わりが目で確認できるため有意義な時間になったと思う。
今度家族を観光案内できたらいいなと感じた。

写真は常楽寺の松の隣で撮ったものです。
ここまでの移動手段は徒歩でしたが，坂が急な場所が多く学生でも息切れる程でした。また交通の便が非常に良くないため駅から遠い所にこんな歴史的建造物があることを知らない人が多いと考えました。　

よってタクシーの配置や看板マップの充実などの対応をしていけばもっと観光客だけでなく地域住民も行きやすいそんな観光地作りができると考えられます。	2023-11-23
	39	[image: 別所　北向観音]	別所　北向観音	北向観音の本堂の写真
日本遺産にも登録されている

本堂が北に向いているのは、わが国でもほとんど例がありません。
北向観音様は北向に建立され 千手観音様を御本尊として現世利益を願い、また善光寺様は南向きに建立され阿弥陀様を御本尊として未来往生を願います。　天台宗別格本山北向観音ホームページより	2023-11-22
	40	[image: 信濃国分寺史跡公園]	信濃国分寺史跡公園	国分寺史跡公園は実は国分寺の遺構を埋め戻して作られた。
5,5ヘクタールもある。写真を撮り忘れてしまったが信濃国分寺にも訪れた。
信濃国分寺は聖武天皇の勅願によって741年に建てられたとても歴史のあるお寺。
信濃国分寺は薬師如来を安置する本堂をはじめとした堂塔伽藍がそろっている。縁日も開かれており人や屋台でにぎわっていた。その他にも節分などの行事も開かれていて多くの人が訪れている。
三重塔は国指定の重要文化財にもなっている。
信濃国分寺は信濃の国の鎮国道場だった。
歴史が深く三重塔などは江戸末期のものとされている。
蘇民将来のお守りは家々の息災安穏と繁栄を願う。	2023-11-21
	41	[image: 北向観音]	北向観音	塩田平の歴史的な建物である北向観音を訪れた。
愛染明王が祭ってあることを実際に訪れて初めて知った。　　
縁結びの神社としても知られている。善光寺とセットでお参りするとよいとされている（両参り）
北向きに本堂がありこれは日本の中でもとても珍しい。
歴史が深く825年に円仁によって開創された霊場。
現世利益を願う。
副男などいろんなイベントも開かれていて地域に根差している。
また境内には愛染カツラと呼ばれる霊木がありとても迫力があった。これは縁結びの霊木と呼ばれておりみんなに親しまれているのが分かる。	2023-11-21
	42	[image: 長福寺]	長福寺	長福寺に足を運んでみました

お地蔵さんには凛々しい、真面目のようなイメージを持っていましたが、
なかよし地蔵は微笑ましく、とても可愛かったです	2023-11-20
	43	[image: 京都国立博物館、文化的景観の借景]	京都国立博物館、文化的景観の借景	★京都国立博物館/特別展「東福寺」

東洋音楽学会が京都で開催されたことのついでに京都をプチ観光してきました。ちょうど紅葉真っ盛りの観光シーズンの土日と重なり、京都は物凄い数の観光客で溢れていました。外国人観光客の多さが特に目を引きます。

問題はキャリーケースの置き場がないこと。京都駅にも各所にコインロッカーはありますが、全て塞がっていました。キャリケースを持ったまま、観光に出かけるには限界があり、プランBに変更。キャリーケースをガラガラ引っ張ったままで行けるところまでウォーキングするプラン。目的地を京都国立博物館に定め、市内のぶらぶらウォーキングも楽しみました。京都駅から徒歩23分です。ぶらぶら歩くにはほどよい距離。

京都国立	2023-11-20
	44	[image: 前山寺三重塔]	前山寺三重塔	室町時代に建立した前山寺三重塔は、二層・三層の勾欄が未完成であるにもかかわらず、調和していて不自然な点がないと言われています。また、和様と禅宗様の建築様式が混じった様式で、この三重塔は建立しています。さらにこの塔の建築は、屋根を張り出すためにされている組物が細かく作られていて、細部まで美観に注意して作られています。厳かな見た目の中にも、華やかさが伺えるのは、このためだと感じました。塩田平では、武田信玄の侵攻などの戦が幾度となく繰り広げられてきたものの、このような古建築が陥落することなく、今なお残り続けています。このことは、塩田平の人々が文化財を大切に想い、守り続けた精神があるからだと感じました。	2023-11-19
	45	[image: 中禅寺薬師堂]	中禅寺薬師堂	薬師堂建立は、平安時代末から鎌倉時代初期とされていて、約800年もの歴史があります。このことは、薬師堂の建築様式が「方三間の阿弥陀堂形式」と呼ばれることに由来しています。方三間とは、東西南北どこから見ても柱が4本あり、その柱の間が3つある形です。これは岩手県平泉にある中尊寺金色堂と同じ形式をとっています。これらのことから、このお堂は中部日本最古の木造建築と言われています。この当時の時代の木造建築を、私たちが実際に見て触れ感じられる建築物は全国にも希なことから、このお堂は私たちが歴史を学ぶ上の「現存する資料」として大きな役割を担っていると感じました。	2023-11-19
	46	[image: 別所温泉駅]	別所温泉駅	上田電鉄別所線の終点、別所温泉の最寄り駅である別所温泉駅。
ミントグリーン色に塗られた窓枠や屋根、レトロな作りの建物は、どこか懐かしい気持ちにさせてくれます。
近くには別所温泉や、国宝の八角三重塔がある安楽寺、常楽寺など、有名な観光スポットがあります。	2023-11-17
	47	[image: 紅葉の風景]	紅葉の風景	別所にある常楽寺の駐車場から見た景色です。
10月下旬でしたので、山々の紅葉が綺麗に色づいていました。
地域文化の中を歩んできた常楽寺はこのように地域を上から見守っているのでしょうね。	2023-11-10
	48	[image: 常楽寺石造多宝塔]	常楽寺石造多宝塔	常楽寺石造多宝塔は、北向観音の出現地とされる常楽寺境内に建てられています。
1292年の作で、大日如来を具現化したものとされています。
静かな山の中のこの場所はまるで別世界。観音様が出現したというのも頷けます。 
そんな神聖な雰囲気の境内には学徒出陣した信州大学繊維学部学生の鎮魂碑もありました。

※拝観料100円を常楽寺境内にある箱に入れてから行くようにしてください。	2023-11-08
	49	[image: 別所温泉の寺や自然]	別所温泉の寺や自然		2023-11-02
	50	[image: 御船の松]	御船の松	常楽寺境内にある船のような不思議な形をした松です。
なんと樹齢350年程度あるらしいです。
芸術的な形だったので思わず写真を取ってしまいました！	2023-10-31
	51	[image: 常楽寺]	常楽寺	上田市の指定文化財です。
平安時代の始めに北向観音の本坊として慈覚大師（円仁）によって建てられた天台宗の寺で、大日如来の化身妙観察智阿弥陀如来がまつられています。
学問への貢献も知られている寺で、多くの青年僧が学んだとされています。
重厚な茅葺き屋根が神聖な雰囲気を醸し出しています。

寺の裏手の林は北向観音が出現したと言われ、石像多宝塔があります。（100円の拝観料が必要）

また境内に美術館も併設されています。（記事作成者が行ったときは残念ながら閉まっていました。）	2023-10-31
	52	[image: 風情ある道]	風情ある道	別所神社や常楽寺に至る石畳の道です。地域住民の家々の間を通るように伸びていることが分かるかと思います。
地域文化の中に寺社が密着していることを再認識しました。	2023-10-31
	53	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	中国から伝わった「禅宗様」で造られた、現存する日本唯一の木造八角三重塔。かつては「四重塔」とされたが、現在は一番下の屋根は裳階(ひさし)と解釈されている。創建は1290年代とされ、八角形のどっしりとした落ち着きがある塔で、頂上には相輪が青天高くそびえている。屋根の下の華やかな木組みも相まって、安定感と崇高美、華麗さを兼ね備えた名塔である。
ここはこれまでに二回訪れたが、何回行っても感動する場所であると私は思う。何段も階段を上ったあとに、姿をあらわす木造の塔は実際に足を運んで見るからこそ感じられるものが多くあると改めて思った。自然との調和もとても趣がある。しかし、この魅力はまだ多くの人に伝わり切っていないと感じている。よって、まずは魅力を伝えるために、信州上田の日本遺産のストーリーを	2023-10-24
	54	[image: 上田市の日本遺産安楽寺八角三重塔]	上田市の日本遺産安楽寺八角三重塔	この安楽寺八角三重塔は現存する国内唯一の木造八角三重塔で、長野県の国宝第一号である。建立年代は平成16年の年代調査によって三重塔用材の伐採年代は1289年ということが判明し、少なくとも1290年代（鎌倉末期）に建立されたことが明らかになり、わが国最古の禅宗様建築であることが証明された。また、西大寺（奈良）法勝寺（京都）などの八角塔が失われた今日、わが国に残された唯一の八角塔である。	2023-10-23
	55	[image: 信州国分寺史跡公園の藤の花]	信州国分寺史跡公園の藤の花	毎年5月中旬に見頃を迎える藤の花。
明治13年に黒沢鷹次郎が南佐久郡の農家からカバンに入れて苗を運んだためカバンの藤と呼ばれています。
およそ500平方メートルの藤棚が設けられ、藤の花の名所として地元住民に親しまれています。
毎年見に行きますが、藤の花の壮大さに圧巻します。とてもおすすめの場所です。	2023-10-22
	56	[image: お賽銭はペイペイで]	お賽銭はペイペイで	別所神社に行くとお賽銭箱にPayPayが！周りのお寺は現金なのに1番廃れてそうなここが1番最先端！なんだか複雑な気持ちです	2023-10-20
	57	[image: 日本三大車窓　姨捨駅]	日本三大車窓　姨捨駅	特急しなのの車窓から撮影。善光寺平を眺望する景観は確かに素晴らしいですが、姨捨駅のホームから望む風景がもっと素晴らしい。	2023-08-27
	58	[image: 常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで]	常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで	昭和４５年
１　　　自治会会則が一部変更し、監事２名を置く。
９　　　「これからの親と子のあり方」の講習会を開く。
　　　　講師は上田三中校長黒坂周平氏。
１０　　　西小･三中PTA支部廃品回収を実施、収益金２０,８８４円
１１　　　新上田橋が完成する。
昭和４６年
９　　　　敬老会を市老人福祉センターで開く。米寿会員３３人出席。
１０　　　常盤町簡易郵便局が開局する。
１０　　　上田市交通安全協会鎌原支会の分会として常盤町分会が設立される。
１０　　　自治会館南側の道路を日曜広場として利用し始める。
１２　　　町婦人部主催で金子康夫さん撮影の８mm映画「常盤町の誕生より今日まで」の上映会を開く。
１２　　　団地南端の交差点（山寺さん宅前）へカーブミラーや「止れ」の交通標識が建つ。
１２　	2023-08-09
	59	[image: 常盤町３０年のあゆみ　目次]	常盤町３０年のあゆみ　目次	常盤町３０年のあゆみ
　１．入居当時の常盤町
　２．昭和５０年当時の航空写真
　３．常盤町周辺の航空写真
　４．常盤町の歌
　５．常盤町地籍の小字図
　６．歴代自治会長
　７．完成近い自治会館
　８．発刊に当たって
　９．「常盤町３０年のあゆみ」
第１章　常盤町の自然と歴史
　第１節　大字常磐城地区の変貌
　第２節　自然の様子
　第３節　上田市の歴史
　第４節　常盤町周辺の寺社･史跡等
第２章　常盤町の団地造成と自治会の発足
　第１節　戦後の市内住宅事情と常盤団地の造成
　第２節　団地造成に対する生塚住民の協力
　第３節　県企業局の団地造成計画
　第４節　宅地区画と住民募集経過
　第５節　自治会の発足と自治会館建設
　第６節　当時の入居者構成分布
　第７節　初期の公共生活環境整備に向けて
	2023-08-09
	60	[image: ４中禅寺（重要文化財）]	４中禅寺（重要文化財）	平安時代末期から鎌倉時代初期の間に創建されたとされる独鈷山のふもとにある中部日本で最も古い木造建築物。国の重要文化財に指定されている真言宗の寺院だ。源頼朝や北条氏の庇護を受けて栄えていたが、永享年間（1429年―1441年）、寛文5年（1665年）、享保5年（1720年）と度重なる火災に遭ってしまい焼けてなくなってしまう。享保19年（1734年）に祐精法印が再び栄えさせて現在の本堂が建立された。
一般200円、高校生以下50円の拝観料が必要。	2023-07-27
	61	[image: ３前山寺（重要文化財）]	３前山寺（重要文化財）	弘仁年間（812年）に弘法大師（空海）が開き、鎌倉時代に長秀上人が発展させた寺院。開創当初は法相宗と三論宗のふたつを兼ねていたが、長秀上人によって真言宗となった。二層目と三層目に勾欄という手すりのようなものがないため「未完成の完成塔」と呼ばれている。
営業時間は9時から16時で、入山するには200円が必要。	2023-07-27
	62	[image: ２安楽寺 八角三重塔（国宝）]	２安楽寺 八角三重塔（国宝）	信州で最も古い禅宗の寺院。禅宗の中でも曹洞宗の宗派である。天兵時代に建立され、天長時代に創立されたとされている。日本で唯一の木造八角塔として長野県で初めて国宝に指定された。八角三重塔も迫力があったが、そこに着くまでの階段が緑に溢れていてとても綺麗だった。
境内に入るのは無料だが、三重塔拝観には一律300円の拝観料が必要。	2023-07-27
	63	[image: １信濃国分寺（重要文化財）]	１信濃国分寺（重要文化財）	奈良時代に建立された天台宗の寺院。承平の乱で燃えてなくなってしまったが室町時代に今の場所に再建された。蘇民将来符という疫病や災難を避けて福を招くといわれる護符
が有名で、正月の縁日にのみ手に入れることができる。
お寺は無料で参拝することができるが、信濃国分寺資料館は小中学性60円、学生180円、一般250円の入館料が必要。	2023-07-27
	64	[image: 国宝～鑁阿寺～]	国宝～鑁阿寺～	鑁阿寺（ばんなじ）は、源姓足利氏二代目の足利義兼（あしかがよしかね）が、建久7年（1196年）に、邸内に持仏堂（じぶつどう）を建て、守り本尊として大日如来を祀ったのが始まり。
三代目の足利義氏（あしかがよしうじ）が堂塔伽藍を建立し、足利一門の氏寺とした。
 周囲に土塁と堀をめぐらした寺域はほぼ正方形で、約40,000平方メートルあり、鎌倉時代の武家屋敷の面影がある。
境内には国宝指定の本堂など貴重な建物が多く、大正11年には国の史跡に指定されている。
 春は桜、秋はいちょうの黄葉が素晴らしく、市民には『大日様』と呼ばれ親しまれている。	2023-05-11
	65	[image: 善光寺仲見世通り]	善光寺仲見世通り	ご開帳の時期に撮った一枚。

昼間は善光寺門前仲見世通りの多くの店がオープンしており、観光客で賑わう。
写真は夜に撮ったもので、昼間とは違い提灯のやさしい光で照らされている。
善光寺本堂の少し外れたところには、「牛に引かれて善光寺参り」の由来になった牛の模型がある。名前は善子さん。	2023-05-11
	66	[image: 於佐加（おさか）神社]	於佐加（おさか）神社	長野市を流れる犀川の南岸旧・丹波島宿の最西端に位置する神社。

丹波島宿は、善光寺街道の重要な宿場町で東西に約654ｍの距離がある。善光寺参りの最後の宿場であるため、参拝者や旅人たちが多く利用した。
「丹波島の渡し」の無事を祈ってこの於佐加神社に参拝した。
現在でも地元の住人が参拝している様子が見られた。

写真は於佐加神社の案内掲示板。小坂神社の外観（鳥居）。摂社。旧・丹波島宿の地図。旧・丹波島橋の一部。狛犬などである。

小学生の頃に公園代わりによく遊んだが、久しぶりに訪れたら、ブランコとジャングルジムといった遊具がなくなっていて驚いた。	2023-05-11
	67	[image: 無量寿院の石碑たち]	無量寿院の石碑たち	無量寿院は、阿弥陀仏（無量寿仏）に由来する寺院をさす。写真はその無量寿院のそばに建てられた数個の石碑。

一番左の石碑には日露戦後軍馬紀念碑とあるが、このほかにも馬力神や勝善神といった馬関連の石碑が深程には多くみられ、明治～大正の人々にとっての馬の重要性がうかがえた。	2023-05-10
	68	[image: 保科のお観音さん]	保科のお観音さん	「清水寺　(せいすいじ)」

長野市の若穂保科にある清水寺に行きました。
ここは、紅葉と牡丹で有名で一度行ってみたかった場所です。

観音堂までの石段は、緑のトンネルのようでした。
秋は紅葉がいっぱいになり間違いなく綺麗だと思います。
今度は紅葉が綺麗な時期に行きたいと思いました。	2023-05-10
	69	[image: 石刻獅子像(友好のシンボル)]	石刻獅子像(友好のシンボル)	鎌倉時代に中国の寧波から上田市へ禅宗文化を伝えた別所温泉安楽寺開祖の樵谷惟遷らが行き来したという縁などから平成７年２月に上田市は寧波と友好交流都市提携を結びました。
この像は友好交流提携１０周年を記念して寧波市から上田市に贈呈されたそうです。上田市からは「上田獅子」の石彫レリーフを寧波市に贈りました。
二頭の獅子がともに向き合っている姿が目に入り撮影させていただきました。	2023-05-05
	70	[image: 佐久のぴんころ地蔵]	佐久のぴんころ地蔵	健康長寿のシンボルとして有名になった佐久のぴんころ地蔵。成田山薬師寺の参道に建立されたのは2003年とのこと。建立から20年ほどしか経過しないことに驚きます。誰もが願う長寿と苦しまないで大往生できることにあやかりたいという人々の心が、ぴんころ地蔵にいざなう誘因になっているものと思います。

＜参考サイト＞
ぴんころ地蔵 （佐久市ホームページ）	2023-04-29
	71	[image: 苺菓子　りつか]	苺菓子　りつか	2022年の3月、金沢旅行へ行った際に立ち寄りました。
徒歩で最寄駅から倶利伽羅不動寺（往復６km！）まで山登りした後だったのでくたくたで、まるでオアシスのような甘味でした。
いちごのショートケーキをいただいたのですが、スポンジ生地が薄めでムースやラズベリーのジュレが挟まっていたりなど食べ応え抜群でした。また、粉砂糖を散らしたり、バラの花びらをかけたりなど仕上げを席で店員さんがやってくれました。
内装も和風なのですが、赤色の背景など特徴的で面白かったです。	2023-02-18
	72	[image: コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」]	コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」	
【目次】
0:00　コピーヌクラブ紹介
2:16　「信濃の国」
5:29　「小諸唱歌」
8:01　「糸(中島みゆき)」
13:45 「ピチカート」

【動画説明】
2022/11/3に開かれた特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト主催「民間で始まる蚕糸業ものがたり」内で演奏されています。
「民間で始まる蚕糸業ものがたり」


「コピーヌクラブ」

　コピーヌクラブは2009年に結成された女性3人演奏家グループで、東信地域を中心にホテル、イベント会場などで演奏活動を続けています。ピアニストの竹鼻恵子さん、フルート奏者の椎名真美子さん、バイオリニストの吉田枝理佳さんで構成されていて、動画では竹鼻さんと吉田さんが出演しています。

「信濃の	2023-02-15
	73	[image: 善光寺の絵馬]	善光寺の絵馬	善光寺の昔と今の絵馬の違いを調べる。

写真を見ると、昔の絵馬では絵を描くことが主流ということが分かる。どの絵馬でも、神様をモチーフとした絵になっていることから、お寺で自分の願いを叶えたい、そのために神様にお願いしようというスタンスは変わっていないと言えるだろう。
現在の絵馬と言えば、願い事を文字に起こして書くスタンスである。絵を描くことに自信がない人にとっては文字で書く方が気が楽である。また、願い事を文字に起こした方が自分で目的が視覚的に見えて明確になり、願い事が叶いやすくなるのではないかと思った。

信州地域史料アーカイブ
https://adeac.jp/shinshu-chiiki/viewer/mh088100/081/	2023-02-08
	74	[image: 小諸町村誌]	小諸町村誌	明治政府が「皇国地誌」を目指して全国町村に編纂させた村誌である。長野県町村誌に収録されており寺、学校、戸数、人数、牛馬、山、川、池、道路、製糸場、気候など多数の項目がある。　人数は男3255人、女3075人　　と現在の半分以下でとても少ないと感じた。


https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0622201000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	2023-02-08
	75	[image: 霊泉寺大欅]	霊泉寺大欅	丸子温泉郷の中の霊泉寺の入り口の「不開門」の脇にある欅。
高さは約30m、目線の高さの幹の外周は約9.4mあったとされた。
「不開門」の建築は16世紀ごろとされているが、霊泉寺大欅はそれ以前からあったとされる。
樹齢は数百年を超えるとされていた。
現在は枯死により倒れたためないとされる。

写真：グーグルマップより	2023-02-08
	76	[image: 別所温泉　北向観音　まめまき]	別所温泉　北向観音　まめまき	北向観音では豆まきの行列が本坊常楽寺を出発する。芸能人や七福神、鬼も加わっての道中となる。観音堂で法要の後、福引き入りの豆やサインボールが投げられる。
引用元
Ueda City Database ( 2690054) https://museum.umic.jp/johogura/bessho/2690054/2690054.html	2023-02-04
	77	[image: 別所温泉将軍塚]	別所温泉将軍塚	常楽寺参道入口にある中型の円墳で将軍塚と呼んでいる。この地方の相当の有力者を葬った。墳上には鎌倉時代の七層の石造多層塔が建っている

引用元
Ueda City Database ( 2581070) https://museum.umic.jp/johogura/bessho/2581070/2581070.html	2023-02-04
	78	[image: 戸隠山九頭龍大権現〔信州の浮世絵〕]	戸隠山九頭龍大権現〔信州の浮世絵〕	江戸時代の浮世絵師、二代歌川広重による錦絵の揃物「諸国名所百景」の一つ。
初代広重の門人で、師の亡き後その画風を継承した二代広重が、安政6年（1859）から文久元年（1861）にかけて制作した。版元は、初代広重晩年の作「名所江戸百景」を出版した魚屋栄吉。徳川家の手厚い保護を受け、戸隠山顕光寺として信仰を集めた神仏混合の時代を描く。九頭龍大権現（現在の九頭龍社）の右に奥院（奥社）、江戸末期の狩野派絵師河鍋暁斎作の「龍の天井絵」がある中院（中社）、右下の石階段の先が宝光院（宝光社）とみられる。参道には杉木立の合間に院坊が立ち並び、参拝者や商人らが行き交う門前町として栄えた当時の様子を描いている。九頭龍社は古くから地主神として祀られてきた。
水の神、雨乞いの神、虫歯の神、縁結びの神として信仰を	2023-02-01
	79	[image: 善光寺道久須里山〔信州の浮世絵〕]	善光寺道久須里山〔信州の浮世絵〕	江戸時代の浮世絵師、二代歌川広重による錦絵の揃物「諸国名所百景」の一つ。
初代広重の門人で、師の亡き後その画風を継承した二代広重が、安政６年（1859）から文久元年（1861）にかけて制作した。版元は、初代広重晩年の作「名所江戸百景」を出版した魚屋栄吉。「久須里山」は善光寺の北、長野市浅川にある薬山。この中腹の断崖絶壁に大同２年（807）に懸崖造りの薬師堂が創建された。絶壁から迫り出した部分は支える柱もなく、ぶらぶらと揺れることから「ぶらん堂」と呼ばれ、現在の呼称「ブランド薬師」となったとされる。弘化4年（1847）の善光寺地震で崩落したが、文久元年（1861）に再建された。

URL：https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03CP1443040000
施設名：長野県立歴史館
参考資料先：信州デジタルコモンズ	2023-02-01
	80	[image: 青木雪卿(あおきせっけい)]	青木雪卿(あおきせっけい)	現在の長野市松代町岩野に生まれる。通称八重八、号を雪卿とした。川中島の更級雄斎 に絵を学んだとされる。松代城の障壁画を描き、多くの肖像画を描いたと伝えられる。 弘化 4 年(1847)に起こった善光寺地震後の被災地を、8代藩主真田幸貫の巡行どお りに描いた『感応公丁未震災後封内巡視図』は、被災地を写実的に描いた彼の代表作であり、災害史の重要な記録である。パノラマ写真のような眺望図や、実景を尊重する極めて 写実的な表現は、写真の影響を想像させるような、新しい表現が見られる。

https://nagano-citypromotion.com/learning/person.html

https://www.sonpo.or.jp/report/publish/bousai/yobou_jihou/pdf/ybja_ez/ybja-ez-174.pdf

※図は『感応公丁未震災後封内巡視図』の一部である。	2023-02-01
	81	[image: 野沢菜]	野沢菜	野沢菜は、県の北東にある野沢温泉村の住職が宝暦6年に京都から天王寺かぶを持ち帰り植えたのが始まりといわれている。温暖な地域の天王寺かぶは、標高600メートル近くもある高冷地の野沢温泉村の気候風土により突然変異を起こし、根が育たず葉と茎だけが大きくなり地域独特のものとなった。味は美味しいと好評で、地名の付いた「野沢菜」として広まっていった。

野沢菜食べたことがあったが画像のツルヤの野沢菜油炒めが特別美味しかった。漬物に香ばしさが追加されるだけでこんなにうまいかという感じだった。

参考文献
https://nozawakanko.jp/about/nozawana/
https://d-commons.net/uedagaku?c=28&p=4078	2023-01-30
	82	[image: 開善寺宛武田信玄定書]	開善寺宛武田信玄定書	この文書は現在上田市新田にある海禅寺が、戦国時代に小県郡東部町海善寺地区にあった当時、武田信玄が永禄5年（1562）11月7日、この寺に祈念を頼み、願がかなったときには、開善寺（海善寺・海禅寺）に、以前の通り土地を寄付することを約束した定書であるそうです。

https://museum.umic.jp/hakubutsukan/collection/item/0028.html	2023-01-30
	83	[image: 向源寺宛武田信玄朱印状]	向源寺宛武田信玄朱印状	この文書は戦国時代の永禄九年(一五六六)武田信玄が、重臣の三枝〔さいぐさ〕宗四郎昌貞に命じて「武田方の軍勢が向源寺(当時上田原にあった)境内で陣をとることを禁じ、もし命令に背〔そむ〕く者がいたら、子細〔しさい〕(くわしい事情)を申し出るように。」と、向源寺に伝えた朱印状だそうです(資料参照)。


信玄は信濃国へ、幾度か軍勢を出して合戦を繰りかえしています。このようなとき勢力下におさめた地域の主な寺や社を大事に扱うことが、民の心を安定させるために、大切であることを心得ていて、特に寺社に迷惑がかからぬよう、心配りをしていたことを物語る文書として貴重なものです。」

神仏への信仰心がもたらす力は信玄自身が一番実感していたがための行動だったのではないかと考えさせられます。

https://museum.umic.jp/bunkaza	2023-01-30
	84	[image: お菓子の歴史（京菓子・上菓子時代）]	お菓子の歴史（京菓子・上菓子時代）	京菓子とは、一般的に京都で作られたお菓子のことをいい、江戸が中心だった江戸時代において、都である京の菓子を地方のものと区別して呼び始めた。
また、京都では宮中や公家、茶寺や茶家に献上する菓子のことを上菓子と呼んでいるが、江戸では駄菓子（雑菓子）の対抗する意味として使われた。当時の菓子司が作るものは、蒸菓子、干菓子、駄菓子（雑菓子）であり、上菓子司の作る雑菓子には、白砂糖が用いられ、品質こそ上菓子であった。安永・天明期になると、和菓子の技巧は江戸独特の個性も加わり、かなり発展している。


守安正 著『お菓子の歴史』,白水社,1965. 国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/2507981 (参照 2023-01-28)	2023-01-28
	85	[image: 上田町]	上田町	上田町の明治時代前期の姿である。寺や神社が多いことが分かる。現在の上田町と比べても全く同じ名前の寺や神社が残っておりその中には江戸時代から姿を変えず残っているものもある。

https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03MP0301080250　(信州デジタルコモンズ)	2023-01-27
	86	[image: 別所温泉の歴史]	別所温泉の歴史	　塩田平を囲む山なみの西方にそびえる夫神（おがみ）岳のふもとに、この地方の古い歴史とともに、絶えまなく湧き続けて来たのが別所の温泉である。この自然の出湯と人とのかかわりは、夫神岳の麓から古代の布目瓦が多数発掘されたことによっても、その古さが想像される。
　国造や国府の所在していた古代から、庶民の安息療養の場所であり、また温泉の効能と医薬信仰が、やがて仏教の霊場としての北向観音堂となったであろう。
　別所の温泉は昔から”七久里（ななくり）の湯”と呼ばれたといわれ、平安時代の有名な和歌集にもその名をとどめている。
　鎌倉時代には北条氏の居館塩田城にも近いので北条一族の好んで来湯することも多かったと想像される。国宝八角三重塔のある名刹安楽禅寺は北条氏の開基によるところから、別所とい	2023-01-26
	87	[image: 常楽寺]	常楽寺		2023-01-26
	88	[image: 市街地方面の神社・寺院と真田氏]	市街地方面の神社・寺院と真田氏	上田城周辺には、神社・寺院が多数存在する。しかも、同じような場所に集まっている場合が多い。これは、地域のシンボルである上田城に深く関わってくる。1583（天正11）年、上田城を築城した真田昌幸は、城下町として海野町を作った。これは、先祖の地である海野郷（現在の東御市本海野）より、新たな本拠地近くに住民を移住させたことに由来する。それに伴い、海野郷近辺にあった寺院を城の近くに移した。例えば願行寺や日輪寺といった寺院がこれに該当し、真田氏の先祖である海野氏が開いたとされる場合が多い。特に願行寺は、江戸時代に上田藩の菩提寺になったほど、この地域や人々に深く根付いていたと考えられる。また海野町には、商売繁盛を利益とする高市神社がある。これは昌幸がつくったものだ。
このように、上田城を築城す	2023-01-26
	89	[image: 名工の社殿と養蚕農家　～上田市下堀地区～]	名工の社殿と養蚕農家　～上田市下堀地区～	信濃国分寺駅の南側に位置する下堀地区です。
ここには堀川神社があり、今でも地区住民によって守られています。

拝殿は一見シンプルですが、本殿を見ると見事な装飾があります。これは1886年（明治19年）に上田の名工竹内八十吉によって掘られたものです。八十吉は1815年（文化12年）から1898年（明治31年）まで活躍した諏訪立川流の大工で、堀川神社以外にも信濃国分寺の本殿の彫刻も掘っている。

次に下堀地区は養蚕業で栄えていた地区である。その証拠がこの石垣である。
これは、ぼたもち積みと呼ばれる積み方でお金持ちの家しか作ることができない石垣である。https://d-commons.net/upload/4/575/054168_0023_006.jpg養蚕業で儲けていたからこそできる石垣で、当時は養蚕農家それぞれが競い合って家を建てていたそうだ。それほどまでにこの地区の養	2023-01-19
	90	[image: 安楽寺]	安楽寺	信州最古の禅寺で、座禅体験ができる。境内にある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかない貴重な建築で、長野県では一番早く国宝に指定された。全体的に奇麗に整備されており、緑の木が多いためサルスベリの花のピンク色がとても映えていた。蓮池には、白い蓮の花が咲いていて奇麗だった。また、背が高く一枚一枚の葉が大きかった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	91	[image: 常楽寺]	常楽寺	北向観音の本坊で、鎌倉時代には天台数学の道場として栄えていた。境内には国の重要文化財に指定されている石造多宝塔があり、苔が生えていて趣を感じることができた。樹齢350年の「御船の松」は、とても立派な松だった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	92	[image: 北向観音]	北向観音	『現世利益を願う厄除観音として知られる「北向観音堂」。本堂が北を向いて建てられることはほとんど例がなく、長野市にある未来往生を願う善光寺（南向き）と向き合っていることから「北向」と名付けられて』（別所温泉旅館組合）いる。境内からは、町の景色を見ることができた。また、通りには、お土産屋さんやジェラート屋さんなどがあった。

別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	93	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	日本で最も古い臨済禅宗寺院の一つである安楽寺。そこにある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかないという貴重な建築で、長野県では一番早く「国宝」に指定された。

https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot1.html	2023-01-25
	94	[image: 別所神社本殿]	別所神社本殿	別所神社本殿は、別所温泉の北方、常楽寺に隣接し、塩田平をはじめ遠く浅間連峰が望める小高い丘の上にあります。

https://museum.umic.jp/bunkazai/document/dot14.htmlより引用	2023-01-25
	95	[image: 別所温泉　解説]	別所温泉　解説	塩田平を囲む山なみの西方にそびえる夫神（おがみ）岳のふもとに、この地方の古い歴史とともに、絶えまなく湧き続けて来たのが別所の温泉である。この自然の出湯と人とのかかわりは、夫神岳の麓から古代の布目瓦が多数発掘されたことによっても、その古さが想像される。
国造や国府の所在していた古代から、庶民の安息療養の場所であり、また温泉の効能と医薬信仰が、やがて仏教の霊場としての北向観音堂となったであろう。
別所の温泉は昔から”七久里（ななくり）の湯”と呼ばれたといわれ、平安時代の有名な和歌集にもその名をとどめている。
鎌倉時代には北条氏の居館塩田城にも近いので北条一族の好んで来湯することも多かったと想像される。国宝八角三重塔のある名刹安楽禅寺は北条氏の開基によるところから、別所という地名は	2023-01-25
	96	[image: 別所でひと息「風乃坂道」]	別所でひと息「風乃坂道」	常楽寺への道中にある「風乃坂道」
落ち着いた雰囲気のこのカフェでは、心が温まるケーキがいただけます
飲み物の種類も豊富で、ケーキと相性抜群！

別所に訪れた際に立ち寄ってみては？	2023-01-24
	97	[image: 上田の魅力と活性化]	上田の魅力と活性化	　単元３を通して、塩田平地域は「信州の鎌倉」と呼ばれ、多くの寺院や文化財、ため池など様々な魅力があることが分かった。しかし、活性化を考えたときに、オシャレや写真映えなどに興味がある若者からすると、現在の塩田平にあまり興味が湧かないと感じた。
　そこで、ため池を活用した花火を打ち上げやイルミネーション、夜桜や紅葉をライトアップすることで若者を呼び込めると考えた。広いため池では、スワンボートのような足漕ぎボートを設置することで、若者だけでなく親子も楽しめると考える。
　また、生島足島神社で祭りを開催したり、マルシェのようなものを開いたりすることで、老若男女問わず楽しめる場所になると考えた。マルシェでは地域の特産品などの宣伝を行うことも可能である。
　以前、「信州上田レイライン線」	2023-01-23
	98	[image: まとめ]	まとめ	上田には歴史が詰まっている。
私は長野大学に入学してから上田市とのかかわりが増え、より感じるようになった。

例えば、上田城。石垣やお城の後はそこに時代を感じさせる。神社やお寺も意外と上田にあったりする。

上田駅を出てすぐの商店街は今も昔もそこに存在している感じがする。少し歩けばいろんなお店があって、昔ながらのものもあれば最近できたおしゃれなお店まで、点在している。


上田市がどうやって歴史をつないで今の姿になっているのかを私たちは肌で感じながら暮らすことができる。
それこそが上田にある魅力の一つではないだろうか。	2023-01-23
	99	[image: まとめ]	まとめ	今回私は災害というテーマでキュレーションしてみましたが、この長野県だけで一般的な災害はほぼ全て起きていることが分かりました。そして、昔からのこうした経験により今の川の工事や耐震工事などのできるだけ被害を出さない工夫に繋がっていると思うとやはり昔の記録を知るというのは重要な側面があると私は改めて思うことが出来ました。今回の記録は信州デジタルコモンズを使用させていただきましたが、本当に多くの資料があり、災害というテーマだけでまだ今回紹介しきれない記録書がたくさんありました。現代までその記録書を残してくれた人々にここで感謝をしたいと思います。

善光寺大地震災害地方図　写（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0621000700	2023-01-18
	100	[image: 建物復興]	建物復興	災害の復興として人だけでなく、そこ人たちが住む建物の復興も大事になってきます。その中でも長野県内での歴史的価値が高い善光寺の復興記録があったので紹介します。

善光寺霊応記（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0104130307	2023-01-18
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